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1　は　し　が　き

第1報及び第2報では，食用油脂原料の子実生産を目的

とすろ燦性ヒマワリについて，転換畑小麦の前後作物とし

て導入の可否，作期，土壌改良及び追肥の効果を報告した。

本報では．栽植密度が生育・収量に及ぼす影響について検

討したので，その結果を報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所：盟石市，青森県農業試験場圃場

（2）供試品種：Ⅰ8－897，台南選一号

（3）栽植密度（耕）：（Ⅰ）1，666（畦幅60m，株間10

m），（1）833（畦幅60劇，株間20m），（Ⅰ）714（畦幅70

〝，株間20‘¶），（Ⅳ）555（畦幅60所，株間30（潤）。

（4）播種期：　5月15日，7月15日

（5）施肥量（吻ム）：N；1．0＋0．5　f■205；2．O E20；

1．0　堆肥；100，燐酸資材；ダブリン215号21．5（当土

表1　生育ステージと開花期における生育状況

－135－

壌の燐酸吸収係数の5％相当星），追肥時期；着曹期

31軋験結果と考察

（1）生育ステージと開花期における生育状況　　　†

表1に示すとおり，いずれの播種期においても両品種の

生育ステージは栽給密度により差異は認められなかった。

着曹期から開花期までの生育は，栽植密度により差がみら

れ開花期では一株当たり全重，茎径は疎値に伴い増大し，

梓長は密椿に伴い伸長した。このことから，ヒマワリの生

育は栽植密度に対して極めて敏感であろと認められた。

（2）成熟期における生育・収量

成熟期における生育・収量調査結果を表2に示した。一

株当たり全重，茎径，頑冠垂は栽植密度との間に有意な負

の相関関係があり，収量構成要素の一株当たり楕校数，括

粒重にも同様に栽植密度との間に負の相関関係が存在した。

早播区の稔実は良好で一株当たり精校数は両品種とも多か

った。品種間では，早播区の場合，台南選一号が，晩播区

供 試 栽 植 密度 （耕 ） 項　 目 着曹 親

（月 ・口）

開 花 期

（月・日）

成熟 期

（月・日）

開 花 期 （一 株 当 た り ）

全　 重 梓　 長 葉　 数 茎　 径 頭 冠 径

播 種 期　 品 種 系 統　　 （畦 幅 ×株 間） （の （Cか） （枚 ） （口汀） （爪 ）

5 月 15 日

（早 播 区 ）

Ⅰ8　－　 89 7

（Ⅰ） 1，66 6 （6 0 × 1 0 ）

6．27 7．2 9 9． 4

4 3 4 23 5 2 4．2 2 2 6．3

（l）　 83 3 （6 0 × 2 0 ） 8 7 2 2 0 1 2 6．6 2 7 9．5

（l ）　 7 14 （70 × 2 0 ） 8 6 2 1 9 8 25．4 3 1 9．9

Ⅷ ）　 55 5 （6 0 × 3 0 ） 1，0 48 1 8 3 24，2 3 3 1 1．0

台 商運 一 号

（1）

6．26 7．2 5 9． 1

2 10 2 3 1 2 4．6 19 7．6

（Ⅰ） 69 2 2 19 2 7．0 2 5 11．9

（Ⅰ） 836 19 9 2 5．2 2 8 14．5

（Ⅳ） 1，26 8 18 6 2 7．0 3 2 16．2

7 月 1 5 日

（晩 播 区 ）

1 8 －　 89 7

（Ⅰ）

8．10 9 ．10 10 ．18

5 8 8 19 6 2 9．6 2 0 7．4

（Ⅰ） 79 2 1 8 7 2 9．8 24 8．0

（l ） 80 2 1 9 1 3 0 ．2 23 8．3

（Ⅳ） 95 2 17 7 2 8．8 2 6 9，2

台商 運 一・号

（Ⅰ）

8．10 9． 6 10．1 7

5 18 2 0 9 2 0．9 18 8．9

（1） 7 16 2 0 5 3 3．2 2 1 9．1

（1 ） 8 18 2 0 1 3 3．4 2 2 1 1．4

（Ⅳ） 90 8 2 0 1 3 2．4 2 2 11．0
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蓑2　成熟期における生育収建調査

供 試 栽軸 度 （耕 ） 項　 目 成 熟 期 （一 株 当 た り ） 収 益

（吻／ん ）
全　 重 梓　 長 茎　 径 頭 冠重 構 拉 致 構 粒 重 千拉 重

播 種 親　　 品 種 系　　　 （畦幅 ×株 間） （の （の） （m ） （の （粒 ） （の （の

5 月 15 日

（早 播 区 ）

1 8 －　 897

（Ⅰ） 1．666 （60 × 10 ） 535 2 2 1 2 4 18 4 1．09 1 3 4．9 32．0 17．4

（Ⅰ）　 833 （60 × 20 ） 833 2 0 7 2 8 25 8 1．261 4 3．7 34．6 18．2

（1 ）　 714 （70 × 20 ） 760 2 18 2＄ 226 1，348 4 3．3 32．2 15．5

（Ⅳ）　 555 （60 × 30 ） ＄88 1 9 1 3 1 2 8 5 1．588 5 7．8 36．4 16．0

台 南 選 一 号

（1） 443 2 3 0 2 1 2 0 3 1，140 5 3．0 46．5 2 2．1

（l ） 795 2 12 2 5 3 2 9 1，536 8 8．8 56，0 37．0

（Ⅰ） 788 2 0 7 2 6 j O b 1，6 12 8 8．9 55．1 31．7

（Ⅳ） 790 2 15 2 6 3 5 0 1，6 31 9 3．0 57．0 25．8

7 月 15 日

（晩 播 区 ）

18 －　 897

（l） 329 19 4 2 1 9 9 3 4 6 10．3 29．7 12．9

（1 ） 628 18 1 2 5 2 5 6 9 0 9 3 3．8 37．2 25．3

（1 ） 642 1 7 6 27 25 9 1，000 3 7．5 3 7．5 24．1

（Ⅳ） 695 16 8 2 7 27 3 1，0 12 3 9．1 38．6 19．5

台 南 選 一 号

（1） 268 19 8 19 8 6 3 1も 13．2 ＿ 4 1．6 17．6

（1） 458 19 0 20 17 8 7 3 7 3 9．3 53．3 29．5

（l ） 45 1 19 3 2 1 22 3 76 4 3 4．8 45．6 2 2．4

（Ⅳ） 448 19 0 2 3 23 9 9 4 0 4 9．5 52．6 24．7

の場合，IS－897がより精拉致は多く，播種期の早晩によ

り逆転した。干拉重についてみると，品種間では台商運1

号が18－897にまさったが，播種期別では，台南選一号は

早播区で，18－897は晩播区でまきった。以上のように，

一株当たりの構拉致及び千粒重は，品種の特性により差が

認められ†こ。一株当たり精拉重は．早播区が晩播区に，台

南遠一号が18－897にまきったが，栽植密度闇ではいずれ

も疎植区ほど増加した。収量についてみると，収量構成要

素でまきった早播区の台南選一号が高収量となったが栽植

密度では，やや密値のさ当たり833本区が収量構成要素を

比較的高い水準で維持したため，播種期，品種をとわず最

も多収となった。

（3）栽植密度と各種障害発生

病害その他により収穫不能であった障害株を3分類し，

その障害発生率を図1に示した。菌核病は両品種とも早播

区で約30～40％と発生が多く，空胴病は5～10％と少発生

であった。（Ⅳ）の密植区では軟弱徒長となったため，開花

後の台風襲来により，倒伏折損株が多発生し，収劉こ大き

く影響した。病害発生に対する品種間差及び栽植密度の影

響は明らかでなかったが，早播区で病害の発生が多かった。

これは開花期から成熟期にかけて高温多湿条件下におかれ

たためと思われる。各種障害を加えた総障害発生率は早播

の場合，密植区が70～75％，他の3区は50～55％，晩播の

場合，密植区が20～25％，他の3区は10％であった。した

がって，裁植密度間では密植区が，播種期間では早播区が

明らかに高いことがわかった。
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IS－897　　　　　　　台南選一・け

図1栽植密度と障害発生率

栽植密度を4段階に設定し，それがヒマワリの生育・収

量に及ぼす影響について検討した。

ヒマワリは栽植密度に極めて敏感な生育反応を示し，開

花期及び成熟期における生育量は疎植区ほど増大した。

収量構成要素に及ぼす栽植密度の影響をみると，生育と

同様，疎植区ほど一株当たり精拉致は増加し，千拉重は重

くなったが，8当たり833本では収量構成要素の大きな低

下は認められず，播種期，品種をとわず最も多収を得た。

栽植密度は倒伏折損に大きく関連し，密植区ほど倒伏折

損株は増加し，収穫率低下の主要因となった。

以上．倒伏折損を軽微に抑え，多収を得る栽植密度は，

8当たり約800本（畦間60蕗，株間20仁椚）が適当と認めた。




